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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：分泌型。この遺伝子はA1ファミリーのペプチダーゼをコードする。コードされているプレプロタンパク質はタンパク質分解によって複数のタンパク質産物を生成する。これらの産物にはカテプシンDの軽鎖と重鎖が含まれ、これらはヘテロ二量体を形成して成熟酵素を形成する。この酵素はペプシン様活性を示し、タンパク質のターンオーバー、ホルモンおよび成長因子のタンパク質分解活性化に関与する。この遺伝子の変異は、神経性セロイドリポフスチン症10の原因となるだけでなく、乳がんやアルツハイマー病など、他のいくつかの疾患の病因にも関与している可能性がある。[RefSeq提供、2015年11月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A431細胞のライセートのウェスタンブロット解析。カテプシンDウサギmAbを用いた。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を用いた。
	

	パラフィン包埋ヒト肝臓組織の免疫組織化学分析。1、カテプシンDウサギモノクローナル抗体を1:200に希釈（4℃、一晩）。2、抗体の回復にはEDTA pH 9.0を使用（>98℃、20分）。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

